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ク
リ
ー
ン
フ
工
戸
田
い
ば
ら
ぎ
(
第
叩

回
全
盟
都
市
緑
化
い
ば
ら
き
フ
工
戸
)

ガ
、
平
成

5
年

3
月

U
Bか
ら

5
月
初

日
ま
で
の
伍
己
間
に
わ
だ
り
¥
水
戸
市

の
皆
楽
園
公
園
と
干
波
公
園
を
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

P
Rの
だ
め
¥
去

る

9
月

8
目
、
役
場
前
の
広
場
に
議
会

議
員
の
皆
さ
ん
や
役
場
職
員
ガ
拍
手
で

出
迎
え
る
中
、
定
刻
の
午
後

3
時
加
分

に
キ
ャ
ラ
バ
ン
鞍
ガ
到
着
。

緑
化
フ
工
戸
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
県
内

市
町
村
巡
回
訪
問
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伍

達
式
ガ
行
わ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
は
¥
初
め
に
小
谷
助
役
か
ら

歓
迎
の
撲
拶
ガ
あ
り
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

代
表
の
緑
化
い
ば
ら
き
フ
工
戸
実
行
委

員
会
の
中
村
事
務
層
畏
よ
り
¥
竹
内
茨

域
県
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ガ
缶
達
さ
れ

記
会
口
凹
と
鉢
植
え
の
麗
¥
花
の
種
子
、

旗
ガ
小
公
古
田
役
に
手
渡
さ
れ
、
町
か
ら

竹
内
町
長
の
グ
リ
ー
ン
フ
工
戸
田
い
ば

ら
き
の
成
功
を
祈
る
記
急
の
色
〕
甑
を
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
に
贈
呈
。
伝
達
式
を
終
了

し
ま
し
だ
。

そ
の
あ
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
員
の
皆
さ

ん
は
、
役
場
内
を
回
り
積
極
的
に
花
の

株
券
販
売
や
チ
ラ
シ
を
劃
り

P
円
活
動

を
行
い
¥
択
の
目
的
地
の
旭
村
に
向
け

て
出
発
し
ま
し
だ
。

ク
リ
ー
ン
フ
工
戸
田
い
ば
ら
き
は
、

失
わ
れ
て
い
く
緑
の
大
切
さ
と
自
然
へ

の
理
解
を
深
め
¥
私
芝
ち
一
人
ひ
と
り

ガ
、
島
近
に
あ
る
花
や
緑
を
守
り
増
や

し
て
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
都
市
づ
く

り
と
儲
楽
圏
叩
周
年
及
び
干
波
潤
公
闘

の
完
成
を
記
会
し
て
開
寵
さ
れ
る
も
の

で
す
。

&知事メッセージ伝達式

全
盟
都
市
鰻
化
い
ば
ら
き
フ
ェ
ア
の
成
功
を
め
ざ
し
て

今
、
地
球
的
規
模
で
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
、

な
っ
て
お
り
ま
す
。

去
る
六
月
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
地
球
環
境
問
開
発
会
議
い
わ
ゆ
る

「
地
球
環
境
サ
ミ
ッ
ト
」
が
弱
か
れ
、
全
世
界
の
一
人
ひ
と
り
が

地
球
規
模
で
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
行
動
す
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
本
県
に
お
い
て
は
過
般
、
茨
城
県

地
球
環
境
保
全
対
策
本
部
を
設
け
、
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
特
に
あ
た
り
、
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
が
本
来
に
お
い
て

開
催
き
れ
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
多
く
の

県
民
の
カ
を
得
な
が
ら
ぜ
ひ
と
も
成
功
き
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

花
と
緑
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
は
、
幾
多
の
生
命
を
育
み
、
私
た

ち
人
類
も
そ
の
恵
み
を
受
け
て
今
日
の
繁
栄
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
は
、
二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
潤
い

あ
る
豊
か
な
社
会
の
創
造
を
自
指
す
本
県
に
と
っ
て
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
ま
す
。

市
町
村
を
は
じ
め
各
種
団
体
、
企
業
等
の
協
力
と
、
多
く
の
県

民
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
が
明
る
く
豊
か
で

調
和
の
と
れ
た
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

賞
織
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
の
機
会
に
住
民
の
緑
化
意
識
の

一
層
の
高
揚
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
の
笑
情
に
即

し
た
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
街
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
ま

す
よ
う
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

平
成
四
年
九
月

切
実
な
課
題
と

全
国
都
市
緑
化
い
ば
ら
き
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
会
長
茨
城
県
知
事

竹

内

藤

男

大

洗

町

長

竹

内

宏

様

A緑化フェアキャラバン事

歳
埼
記

円
軌
j
w
d

マ

食
べ
物
に
季
節
感
が
な
く
な
っ
た

と
い
わ
れ
る
昨
今
で
す
が
、
サ
ン
マ

は
秋
の
味
覚
の
代
表
格
で
す
。
サ
ン

マ
は
、
秋
刀
魚
と
書
き
ま
す
。
体
長

四
十
セ
ン
チ
ほ
ど
、
背
の
部
分
が
青

黒
色
で
腹
の
ほ
う
は
白
銀
色
、
細
長

く
背
び
れ
が
後
ろ
の
ほ
う
に
つ
い
て

い
て
、
刀
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
う
い
う
字
を
豊
富
く
の
で
し
ょ
う
。

サ
ン
マ
の
呼
ぴ
名
は
、
地
方
に
よ

っ
て
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
て
サ
イ
ラ
、

サ
エ
ラ
、
サ
イ
レ
、
サ
イ
レ
ン
ボ
ウ
、

サ
イ
ラ
イ
ワ
シ
、
サ
ザ
な
ど
、
最
初

に
サ
の
つ
く
の
が
多
い
の
で
す
が
、

パ
ン
ジ
ョ
ウ
、
カ
ド
な
ど
と
呼
ぶ
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
と
呼
び
名
が
あ
る
の
は
、

そ
れ
だ
け
サ
ン
マ
が
古
く
か
ら
各
地

で
親
し
ま
れ
、
食
べ
ら
れ
て
い
た
か

ら
で
し
ょ
、
つ
。

サ
ン
マ
が
秋
の
味
覚
と
さ
れ
て
い

る
の
は
、
毎
年
秋
に
産
卵
の
た
め
に

千
島
列
島
付
近
か
ら
南
下
を
始
め
、

東
北
、
関
東
の
沖
を
通
過
す
る
こ
の

時
期
に
、
漁
が
盛
ん
に
な
る
か
ら
で

す
。
捕
れ
た
サ
ン
マ
の
ニ

O
%は
生

で
利
用
さ
れ
、
六

O
%は
冷
凍
と
な

り
、
そ
の
ほ
か
は
缶
詰
な
ど
に
な
り

ま
す
。
冷
凍
物
は
マ
グ
ロ
漁
な
ど
の

エ
サ
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
ず
か
ら
、

サ
ン
マ
の
お
か
げ
で
マ
グ
ロ
の
刺
し

身
や
、
す
し
を
食
べ
て
い
る
こ
と
に

も
な
る
の
で
す
ね
。

魚
を
食
べ
る
こ
と
は
、
成
人
病
の

予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
も
っ
と
魚
に
親
し
み
た

い
も
の
で
す
ね
。

十
月
は
、
「
食
生
活
改
善
普
及
運
動

月
間
」
で
す
。
成
人
病
の
予
防
に
は
、

日
ご
ろ
の
食
生
活
の
管
理
が
大
切
で

す
。
特
に
カ
ル

シ
ウ
ム
の
補
給
、
¥
創
始

Y一日

食
塩
や
脂
肪
摂
礼

ι吋
J
W

足

取
最
の
コ
ン
ト
イ
快
阪
出
E
J
d

ロ
!
ル
な
ど
に
・
・
ペ

I

A

注
意
し
た
い
も
向

の
で
す
。
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公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
と
、

皆
様
の
家
庭
等
か
ら
で
る
台
所
ゃ
あ

風
呂
な
ど
の
雑
排
水
は
も
と
よ
り
、

し
尿
も
直
接
流
せ
る
よ
う
に
な
り
、
今

ま
で
の
よ
う
な
く
み
取
り
式
・
浄
化

樽
式
ト
イ
レ
で
の
手
間
や
維
持
管
理

が
な
く
な
り
、
衛
生
的
で
さ
わ
や
か

な
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
4
の
今
月
号
で
は
、
前

回
で
も
説
明
し
だ
よ
う
に
、
建
設
費

の
一
部
で
あ
る
受
話
番
負
担
金
、
そ

し
て
、
維
持
管
理
貨
で
あ
る
下
水
道

使
用
料
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
と
患

い
ま
す
。

同
異
論
者
鍾
担
金
制
耐
震
の
し
く
み

用
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
も
下
水
道
は
、

道
路
や
公
園
の
よ
う
な
一
般
の
公
共
施

設
と
異
な
り
、
利
益
を
受
け
る
人
は
下

水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
の
人
に
限
ら

れ

て

し

ま

い

ま

す

。

@

で
す
か
ら
、
下
水
道
の
建
設
費
を
税

金
だ
け
で
ま
か
な
う
こ
と
は
下
水
道
を

利
用
で
き
な
い
人
に
も
負
担
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
、
利
益
を
受
け
る
人
と
受
け

な
い
人
の
聞
に
不
公
平
が
生
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
下
水
道
の
建
設
費
の
一

部
を
下
水
道
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る

皆
様
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
下
水
道

事
業
の
整
備
促
進
を
は
か
る
の
が
「
受

益
者
負
担
金
制
度
」
で
す
。

受
益
者
負
担
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

今
後
制
定
す
る
町
の
条
例
で
規
定
し
ま

す
が
、
一
般
的
に
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

i三三三

条
例
制
定
の
時
期

受
益
者
負
担
金
に
関
す
る
条
例
は
、

あ
る
軽
度
事
業
が
進
捗
し
た
段
階
で
制

定
し
ま
す
。

?
{
閣
圃
閣
凶
細
川
出

!iiiφ

下
水
道
処
理
芭
域
内
に
あ
る
す
べ
て

の
土
地
の
所
有
権
者
が
受
益
者
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
地
上
権
・
使
用
貸
借
・

賃
貸
借
・
質
権
に
よ
る
権
利
の
目
的
と

な
っ
て
い
る
土
地
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権

利
者
が
受
益
者
と
な
り
ま
す
。

受
益
者
の
決
め
方
の
一
例
を
示
す
と

図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

?
{
酬
附
閣
閣
閣
制
削
}
i
i
i
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受
談
者
負
担
金
は
、
土
地
の
広
さ
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
原
則
的
に
は
、

単
位
負
担
金
(
l
d
当
り
)
に
、
所
有
す

る
土
地
(
ま
た
は
権
利
の
あ
る
土
地
)

の
面
積
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。

?
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閣
隅
崎
湖
)
1
1
1
1
1
↓

一
般
的
に
、
下
水
道
の
使
用
が
可
能

と
な
る
年
度
、
又
は
、
そ
の
1
年
か
ら

2
年
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。

φ
i囚
澗
岡
崎
V
l
l
i
i
i
+

負
担
金
を
1
年
か
ら
5
年
に
分
割
し

て
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
と
、
一
括
で

納
め
て
い
た
だ
く
報
償
制
度
が
あ
り
ま

す。

下
水
道
鰻
賄
側
桝
に
つ
い
て

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
、
つ
に

な
り
ま
す
と
、
流
し
た
汚
水
の
震
に
応

じ
て
使
用
者
か
ら
下
水
道
使
用
料
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
支
払
い
い
た
だ
い
た
使
用
料
は
、

ポ
ン
プ
場
や
終
末
処
理
場
の
運
転
、
下

水
管
路
の
清
掃
や
補
修
な
ど
下
水
道
施

設
の
維
持
管
理
費
の
一
部
に
あ
て
ら
れ

ま
す
。よ

閣
桝
閣
日
閣
申
よ

公
共
下
水
道
に
流
す
下
水
道
使
用
料

は
、
原
則
的
に
水
道
使
用
車
一
患
に
基
づ
い

て
決
め
ら
れ
ま
す
が
、
井
戸
水
な
ど
の

地
下
水
を
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
用
途
な
ど
を
調
査
の
う
え
認
定
し

て
算
出
い
た
し
ま
す
。

※
説
明
し
て
ま
い
り
ま
し
た
よ
う
に
、

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
と
皆
様

に
も
費
用
の
面
で
負
担
が
か
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
工
事
に
関
し
て
も

い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
豊
か
な
自
然
と
快
適
な
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
、
皆
様
の
ご
協
カ
と
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

-iv開
高
年
審
ク
一
フ
ブ

「
i

花
づ
く
れ
ソ
で
社
会
奉
仕
活
動

町
文
化
セ
ン
タ
i
や
マ
リ
ン
タ
ワ

i
、
今
年
は
、
夏
の
問
、
雨
が
ほ
と
ん
ど

大
洗
駅
前
な
ど
の
公
共
施
設
に
今
年
も
蜂
ら
ず
、
会
員
の
紫
さ
ん
が
毎
日
交
代

き
れ
い
な
花
が
咲
き
ま
し
た
。
で
水
を
与
、
え
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
そ
う
し
た
努
力
が
笑
り
、
美
し
い
花

(
白
山
巴
会
長
)
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
が
咲
き
ま
し
た
。

丹
精
込
め
て
育
て
た
も
の
で
、
花
づ
く
会
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

り
を
通
し
、
故
郷
づ
く
り
と
多
く
の
人

と
の
ふ
れ
あ
い
を
白
的
に
、
今
年
で
3

年
目
に
な
り
ま
す
。

Aの土勉!こ

Aが家を建て

81こ貸している場合

町をきれいに

!麗外拡告鞠 l
轍農作難

町
内
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
違
法
な
屋

外
広
告
物
を
撤
去
す
る
ま
季
、
去
る

9
月
3
5
水
戸
土
木
事
務
所
職
員
、
水

戸
警
察
署
大
洗
幹
部
派
出
所
員
、
役
場

職
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
暑
い
日
羨
し
の
中
、
国
道

や
県
道
、
町
道
の
電
柱
な
ど
に
張
ら
れ

Aの土地!こ

8ガ家を建て

Cに貸している場合

Aの土地1こ

Aが家を重量て

Aが伎んでいる著書合

Aの土地!こ

Bが家を建て

Bが住んでいる場合

て
い
る
違
法
広
告
を
次
々
と
は
が
し
ま

し
た
。今

回
の
作
業
で
、
は
り
紙
船
件
、
は

り
札
路
件
、
立
看
板
間
件
が
撤
去
さ
れ

ま
し
た
。

こ
う
し
た
度
外
広
告
物
を
禁
止
区
域

や
物
件
へ
の
掲
出
を
や
め
、
町
の
美
観

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

秋
の
行
政
相
談
遇
関

i
i
叩
月
刊
百
j
げ
日

行
政
相
談
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
行

政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
等
を
受
付
け

て
、
住
民
と
関
係
行
政
機
関
と
の
間
に

立
っ
て
あ
っ
せ
ん
等
を
行
い
、
双
方
が

お
互
い
に
納
得
で
き
る
解
決
が
で
き
る

よ
う
助
力
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
「
行
政
相
談
」
の
制
度
を
、
多

く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
日
間
九
日
臼
(
日
)

か
ら
げ
日
(
土
)
ま
で
を
「
行
政
相
談
週

間
」
と
な
っ
て
お
り
、
行
政
相
談
所
が

開
設
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
、
親
切
・
秘

密
・
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用

下
さ
い
。

o
a碍

O
場
所

日
月
幻
自
(
月
)
午
前
刊
持

ボ
ン
ベ
ル
タ
伊
勢
甚
6
階

(
水
戸
市
泉
町
)

ま
た
、
茨
城
行
政
襲
事
務
所
や
行

政
相
談
員
は
、
い
つ
で
も
相
談
を
受
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

O
茨
城
行
政
監
察
事
務
所

水
戸
市
北
見
町

1
1
1

電
話
回

1
1
1
0
0
(相
談
専
用
)

O
荷
担
当
行
政
相
談
員

高

柳

脱

出

雄

大
賞
町
2
2
6
1
2

電
話

U
i
3
8
1
5

横
蝿

mA
榎
本

5u約

雌
横
綱
寄
野
ロ
穫
世

田
司

h

若
田
口
な
ク

久
間
皇
か
す
留
邦

饗
蛸
興
支
仇
中
将
司
崎
や
す

関
励
賞
三
調
武
宮
吉

明
治
六
関
根
元
小

可
掴
契
卓
越
え
氏
一
郡

司
者
五
五
持
わ
く
り

ふ
詩
子
包
帯
搾
は
ま

時
ヂ
圏
足
首
席
勢
判
神

間
匂
同
型
小
諸
よ
ふ

註
警
T
E

関
報
告
ク
卓

司
永
'
-
柔
示
本

司
新
戸
長
野
っ
き

珂
ヒ
ヱ
依
市

fm
き
く

四
叫

mhn
鈴
木
た
け
九

可
申
望
川
喝
な
つ
外

国

易

え

選

弁

み

つ

九

司
凋
ム
宇
野
ぶ
す
て
丸

間
同
島
鼻
水
村
卒
、
V
ノ
会
京

筒
工
夫
内
五
時
相
会
ず

司

宣

伝

開

き

く

を

司
指
ニ
タ
首
芯
つ
』
向
。
車

時
現
つ
職
、
本
グ
デ
玄

関

1
4
品
紫
哲
'
え
て
安

司
三
久
諜
木
ま
フ
空

司

柑

司

令
A

留
中
手
一
九
易

商
孝
三
留
守
山
ょ
う
b
h
e
r

田
町
・
器
薬
慎
み
ち
空

間
吋
液
晶
村
松
ひ
ろ
玄

関
主
主
川
よ
た
み
J
N
0
4

閣
時
菩
横
山
ト
メ
A

穿

問
吋
毎
夜
沼
山
系
左
衛
門
A
会

輔
さ
濡
葉
延
長
之
跡
内
会

湾
者
鈴
木
て
ら
室

町
ヒ
ヘ
骨
太
賓
客
室

司

受

講

宮

寺

会

開
同
会
等
藤
さ
主
主

南
安
川
恭
子
ま
さ
八
合

同
事
帽
来
司
君
+
会

問
-
禿
護
基
来
季

碍

-a
ム
セ
蔀
求
者
多

荷
山
ず
宙
開
蒋
み
つ
会

司
会
伊
藤
マ
士
会

司
文
夫
貫
寵
穿
八
公

認

苓

島

間

報

か
h
A
h
T

匂

草
ι
遁
走
4

れ
ま
会

問
先
手
袋

f
p
由

5
uのハ八オ

商
科
別
九
芦
刈
つ
h
A
m
H
2

同

議

亀
I
W
も
よ

国
主
苛
ル
害
前
判
事
然

司
書
林
手
技

拶
、
縄
絃
川
小
笠
も
と

撃
事
霊
需
革
命
き

司
書
世
辻
村
キ
、
〆

犬
弱
ヒ
玄
炉
建
時
い

L

事
曾
菅
費
時
宅
、
ぐ

窃
脇
芸
大
川
川
ふ
く

羽
・
抗
-
一
宮
山
去
朝
、
さ

司
会
-
小
泉
え
手

同
雪
蔀
司

E
S

1

中
詩
き
ず
か
宙
み
き
孝

司
事
一
魚
河
み
予

F
Z

荷
主
無
畠
き
暑
さ
孔
委

井
利
減
要
阜
地
は
つ
九
S
T

同

同

番

着

営

品

会

同
時
・
歪
ハ
品
四
点
き
ノ
h

主

将
閥
均
ム
申
t

冒
ナ
ツ
a
p
s
f

荷

手

園

田

中

ピ

よ

雲

南
守
来
持
之
、

7
2

珂

芸

宰
-
w
ソ
メ
九
-
不

可
永
六
樺
沢
町
，
ャ

Z

匂
'
歪
法
笠
宮
署
み
ま

旬

宇

品

総

て

晶

子

ず

間
同
裁
-
主
宰
嶺
E
め
室

時

空

喝

靖

華

九
o
f

司
全
戸
間
関
根
本
久
均
九
Q
T

雨
量
久
背
中

3
主

碍
合
宿
杉
山
ぢ
よ
主

周

永

Z
9
所
か
h
a
p
-
G
f

荷
負
品
向
す
よ
し
み
H
9
1

司

永

武

田

ぴ

た

け
A
F
o
f

碍
官
求
対
テ
ヅ
会

胃
袋
町
地
内
崎
す
え
八
九
オ

旬
が
苦
手
苔
官
五
瓦
車
九
九
才

間
同
支
表
延
着
安

司
手
直
必
諾
管
吉
h
h
f

荷
主
狩
窃
い
事
委

符

3
井
よ
昨
つ
主

将
主
主
匂
井
す
易
九
九
ナ

司
?
で
伊
状
認
は
る
£
f

荷
主
主
帯
毛
h
F

て
手

間

-
7
園
小
落
き
ょ
ハ
八
す

喝
さ
お
杉
心
み
つ
八
ハ
オ

局
奉
川
零
梓
義
士
会

由
同
五
来
川
、
帯
主
八
九
オ

縄

手

苗

絵
hv嘉
世
部
会

荷
重
須
田
中
五
来
郡
安

局
蓄
保
居
留
-Pメ
ノ
八
会

両
叫
台
湾
諜
梓
轟
雄
八
〈
玄

関
醐
ウ
一
関
根
よ
し
八
会

匂
古
申
立
哉
、
4
r
め
会

司
・
辛
宮
留
品
府
八
八
オ

碕

乗

者

久
h
A

』
?
を
五
八
タ

旬
、
採
点
繕
原
考
よ

A
S
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今
年
も
何
歳
以
上
の
高
年
者
が
参
加

し
た
敬
考
会
が
、
去
る
9
月
比
臼
町
文

化
セ
ン
タ

i
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
9
時
加
分
よ
り
式
典
が
行
わ
れ
、

竹
内
町
長
が
「
健
康
に
留
意
さ
れ
、
心

L、らあおお

h
F

ひ
ぬ
ま
苑
を
訪
問

や
す
ら
か
な
日
々
を
過
ご
し
、
益
々
長

生
き
し
て
下
さ
い
」
と
挨
拶
後
、
今
年

米
寿
を
迎
え
た
同
名
を
代
表
し
て
、
榎

本
き
よ
さ
ん
(
明
神
町
)
と
金
婿
者
口
組

を
代
表
し
て
大
賞
美
喜
男
ご
夫
妻
(
髭

釜
町
)
に
竹
内
町
長
か
ら
は
う
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

田
山
田
高
年
者
ク
ラ
ブ
会
長
が
「
こ

う
し
た
お
祝
い
の
式
を
や
っ
て
い
た
だ

き
感
謝
す
る
と
共
に
、
益
々
長
生
き
し

ま
す
」
と
お
札
の
言
葉
を
述
べ
式
典
を

終
了
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
町
連
合
婦
人
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
余
興
に
移
り
、
沖
縄
舞
踊
ゃ
あ

で
や
か
な
芸
者
さ
ん
の
衣
装
姿
、
趣
向

を
変
、
え
た
手
口
問
、
婦
人
会
の
モ
ダ
ン
ガ

万
一
に
構
え

カ
i
フ
ェ
リ
i
海
難
救
助
制
酬
鱒
襲
描

北
海
道
と
結
ぶ
カ

i
フ
ェ
リ
ー
は
安

全
に
運
航
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
万
一
に

備
え
、
ヵ

i
フ
ェ
リ
ー
の
事
故
を
想
定

し
た
海
難
救
助
訓
練
が
、
去
る
9
月
7

臼
大
洗
港
岸
壁
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

(3)第250号

こ
れ
は
、
那
珂
湊
海
上
保
安
部
と
大

洗
港
出
入
港
安
全
対
策
協
議
会
(
竹
内

宏
会
長
)
が
消
火
・
人
命
救
助
・
流
出

池
町
除
等
の
訓
練
を
目
的
に
毎
年
こ
の

時
期
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

ー
ル
ズ
が
舞
台
い
っ
ぱ
い
に
「
東
京
ブ

ギ
ウ
ギ
」
を
披
露
す
る
な
ど
、
会
場
は

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

高
年
者
に
よ
る
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
等

も
行
わ
れ
、
若
々
し
い
演
技
が
次
々
と

発
表
さ
れ
、
楽
し
い
一
刻
を
す
ご
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
去
る
9
月
9
臼
に
は
、
竹
内

釘
長
が
特
別
養
護
老
人
ホ

i
ム
「
ひ
ぬ

ま
苑
」
を
訪
問
し
て
、
入
居
者
の
皆
さ

ん
に
長
寿
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

高
年
者
宅
訪
問
で
は
、
久
保
木
ま
っ

さ
ん
(
髭
釜
町
)
宅
を
竹
内
町
長
が
訪

問
、
卯
歳
と
は
思
え
な
い
元
気
な
久
保

木
さ
ん
と
町
政
や
健
康
の
こ
と
な
ど
楽

し
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

本
町
の
叩
歳
以
上
の
方
は
、
間
名

(
男
蜘
名
・
女
側
名
)
最
高
年
齢
者
は
、

榎
本
、
7
め
さ
ん
(
明
神
町
)
と
小
室
も
と

さ
ん
(
松
川
尖
励
)
の
蛤
歳
で
す
。

元
気
で
長
生
き
し
て
下
さ
い
。

h
F

久
保
木
ま
っ
さ
ん
と

a
q，
b
ず
9
b
v
u
p白
V
V白
ザ
v
bぽ
'
b
q
h
p
ω
v，
也
vhv白
v
，
白
q
，
白
v
，
匂
Vuvhず
hv白
ず
M
V

今
回
は
、
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
大
洗
丸
」

機
関
室
よ
り
火
災
発
生
の
想
{
疋
で
訓
練

が
始
ま
り
、
釘
消
訪
本
部
車
が
出
動
、

陸
上
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
向
け
て
放
水
、

海
上
か
ら
は
、
保
安
部
の
巡
視
船
「
あ

か
ぎ
」
や
「
い
わ
か
ぜ
」
が
そ
れ
ぞ
れ

ヤ
J

眠、
r
、。
d
u
i
 

-ψ丘一ノ船
内
で
は
、
避
難
誘
導
訓
練
や
負
傷

者
の
搬
出
な
ど
本
番
き
な
が
ら
に
訓
練

が
行
わ
れ
、
海
上
保
安
庁
所
属
の
レ
ス

キ
ュ
ー
4

隊
が
羽
田
空
港
よ
り
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
飛
来
、
空
か
ら
フ
ェ
リ
ー
船
上

の
負
傷
者
を
救
出
す
る
、
つ
り
あ
げ
訓

練
が
関
係
者
の
見
守
る
中
で
行
わ
れ
ま

し
た
。最

後
に
、
流
出
油
防
除
訓
練
の
オ
イ

ル
フ
ェ
ン
ス
が
張
ら
れ
、
万
一
の
事
故

に
備
え
た
陸
・
海
・
空
の
訓
練
で
し
た
。

日
原
子
力
施
設
を
視
察

[
谷
期
科
学
技
術
庁
長
官
来
時

本
町
の
日
本
原
子
力
研
究
所
と
動
力

炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
を
去
る
9
月

刊
日
谷
川
科
学
技
術
庁
長
官
が
来
町
両

施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

午
前
日
時
加
分
動
燃
大
洗
の

P
R館

に
到
着
懇
談
。
我
が
町
叫
の
町
民
憲
章
の

文
を
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
常
陽
」
を
視
察
、
そ
の
後
現
在
建
設

中
の
原
研
大
洗
高
温
ガ
ス
炉

(
H
T
T

R
)
を
視
察
後
、
帰
京
さ
れ
ま
し
た
。

五
色
の
一
ア
i
ブ
巴
思
い
出
乗
せ
て

「
藤
島
丸
」
げ
か
出

県
立
那
珂
湊
水
産
高
校
(
森
作
継
男

校
長
)
の
遠
洋
航
海
実
習
船
「
鹿
島
丸
」

揃

t
が
去
る
9
月
4
日
大
洗
港
を
出
航

し
ま
し
た
。

鹿
島
丸
は
、
昭
和
田
年
2
月
に
建
造

さ
れ
、
川
山
田
の
航
海
で
附
名
の
生
徒
が

実
習
を
受
け
た
船
で
す
が
、
今
回
の
航

海
を
最
後
に
引
退
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
同
校
生
徒
出
入
が
乗
船
。

ハ
ワ
イ
沖
の
漁
場
で
マ
グ
ロ
は
、
ぇ
縄
漁

業
の
実
習
や
海
洋
調
査
を
行
い
、
ロ
月

5
白
神
奈
川
県
三
崎
港
へ
帰
港
す
る
予

定
で
す
。

出
航
に
先
立
ち
岸
壁
で
は
、
在
校
生

〉、、

や
父
兄
等
の
関
係
者
が
参
加
し
て
の
出

航
式
が
行
わ
れ
、
森
作
校
長
が
「
最
後

の
航
海
に
ふ
さ
わ
し
く
、
体
験
実
習
を

通
し
、
働
く
喜
び
を
学
び
、
自
主
性
の

確
立
を
養
っ
て
ほ
し
い
」
と
励
ま
し
の

挨
拶
後
、
生
徒
代
表
が
「
他
人
に
迷
惑

を
か
け
ず
、
最
後
の
航
海
に
ふ
さ
わ
し

い
充
実
し
た
実
習
を
行
っ
て
き
ま
す
」

と
力
強
く
挨
拶
し
、
乗
船
し
ま
し
た
。

「
畿
の
光
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ

統

る
中
、
た
く
さ
ん
の
人
に
見
送
ら
れ
、

五
色
の
テ

l
プ
が
舞
い
飛
ぶ
中
、
航
海

の
安
全
と
生
徒
遠
の
健
康
を
願
い
静
か

に
岸
壁
を
離
れ
、
最
後
の
航
海
に
出
船

し
ま
し
た
。

援
繍
繍
館
構
職
制
棚
翻
開
饗

関
鋼
羽
鶴
口
一

北
海
道
内
の
企
業
に
対
し
て
、
茨
城

県
の
港
を
P
Rす
る
「
い
ば
ら
き
ポ
ー

ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
イ
ン
・
北
海
道
」
が

去
る
9
月
9
a
か
ら
日
日
ま
で
の
3
日

間
、
札
幌
や
室
輯
閥
、
苫
小
牧
、
釧
路
市

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
茨
城
の
港
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
に
、
日
立
・
大
洗
・
鹿
島
な

ど
の
港
湾
の
あ
る
市
町
と
県
、
港
湾
関

係
者
出
国
体
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会

(
委
員
長
・
星
昌
目
立
場
頭
社
長
)
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。

、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、

3
班
に
分
か
れ
、

北
海
道
庁
や
4
市
、
叫
企
業
を
訪
開
茨

城
の
港
の
P
R活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

竹
内
町
長
(
茨
城
県
港
湾
協
会
会
長
)

は
、
日
日
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
た
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出
席
し
て

挨
拶
。
本
県
の
港
湾
の
利
用
拡
大
を

訴
え
る
と
共
に
、
会
場
に
設
け
ら
れ
た

「
い
ば
ら
き
の
港
P
R
コ
ー
ナ
ー
」
の

テ
l
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
大
洗
港
の
展

示
会
場
前
で
、
北
関
東
・
首
都
圏
へ
の

貨
物
輸
送
の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
ま
し
た
。

関
神
間
@
麟
漉
地
区
に
集
金
一
期
完
成

明
神
町
地
一
区
と
船
渡
地
区
に
集
会
所

が
完
成
し
ま
し
た
。

明
神
町
集
会
所
は
、
夏
海
大
洗
線
沿

い
に
建
設
、
木
造
瓦
葦
平
家
建
て
1
5

3
・
日
ぽ
(
必
・
お
坪
)
和
室
2
室
・
会
議

室
1
室
・
調
理
室
1
室
を
備
え
て
ま
す
。

ま
た
、
船
渡
集
会
所
は
、
大
洗
杉
の

h
v

明
神
町
集
会
所

下
線
沿
い
に
、
木
造
瓦
葦
平
家
建
て
1

1
6
・M
H

U

(

お
・
幻
坪
)
和
室
1
室
・

会
議
室
1
室
・
調
理
室
1
室
と
な
っ
て

ま
す
。町

に
は
、
他
地
震
に
も
集
会
施
設
が

あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
、
こ

れ
ら
の
集
会
施
設
を
利
用
し
ま
し
ょ
70

h
v

船
渡
集
会
所

婦のた人皆緒 ZE ひっともの守大詰 燕
像昼西還のの U とてうにだる時む 去
で鈎日れ食昼 りしと曹がか言t= る
あ をて事食仕 摂ま 7 国、のに乗
主主静避ののと事 る つ傘にそ主、客 人
ーかけ食世いの髭おたく移のつ燕も磯駅
な、車話う関釜そ無の転燕にだま浜舎
秋秋。を訳係 き人がしー往けば の
のの早終にで 昼宮駅らて家みがら 大
昼簾やえはイ中川鍋げ 。んしもつ独な谷特
下を傾たゆ々崎や どま秋いり無 言十
り下き後か家 秋吉 7 つ風て駅人ひ
のし始、ぬ族京簾E にてとい舎駅ろ
玉てめ一。一子 な、とたをのし

め水て来お 庖
て撒涼てむ 先
一きしく に
心も気げれ炎 水
に是にる天 打
水れし屈に角つ
を仕て先も一こ
打事援は掃 と
つのか常わ も
。内ねにら前イ?
と味水ず原重
忠LtF をお

足ら襲安夏る

バ望島

お

ら

館ド
後
藤
亀
泉
選

ぽ

や
小
火
消
え
て
ふ
た
た
び
虫
の
闇
と
な
る

髭

釜

川

上

弘

〔
評
)
近
隣
の
失
火
騒
ぎ
も
す
ぐ
納

っ
て
、
も
と
の
静
寂
を
取
り
戻
し
た

秋
の
夜
で
あ
る
。
ほ
っ
ほ
っ
燈
を
消

す
家
も
あ
り
、
更
に
深
さ
を
増
す
関

の
底
か
ら
、
再
び
虫
の
鳴
く
声
が
聞

こ
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
ぽ
や
で
よ

か
っ
た
。

り
ゅ
A
1

と
う
一
え
一

汐
迅
し
読
経
の
高
し
流
燈
会

永

釘

桜

井

政

士

口

〔
評
〕
祖
霊
を
斑
る
燈
龍
流
し
が
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
治
々
と
立
田
な

し
て
岸
を
洗
、
7
秋
の
夕
汐
を
宥
め
る

か
の
よ
う
に
、
居
並
ぶ
僧
侶
遠
の
読

経
の
芦
が
高
々
と
水
面
に
響
き
渡
る

の
で
あ
る
。ま

か

く

い

ど

り

暮
る
る
問
の
空
の
賑
は
ひ
蚊
喰
鳥

桜

道

真

閑

静

子

〔
評
〕
一
時
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ

う
も
り
が
再
ぴ
夕
空
を
娠
わ
す
よ
う

に
な
っ
た
。
管
の
ひ
と
と
き
、
群
な

し
て
飛
期
し
な
が
ら
蚊
な
ど
の
虫
を

捕
食
す
る
。
捉
え
て
見
れ
ば
黒
毛
の

密
生
し
た
黒
衣
の
怪
獣
だ
が
、
古
来

真
夏
の
夜
の
風
物
詩
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。

点
滴
に
考
を
託
し
て
秋
暑
し

新

町

岸

和

田

和

子

(
評
〕
永
曳
く
残
箸
に
体
調
を
崩
し

て
点
滴
を
受
け
て
い
る
。
老
の
健
康

を
一
本
の
点
滴
に
託
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
秋
冷
の
訪
れ
を
ひ
た
す
ら
願
い

な
が
ら
点
滴
管
に
純
る
思
い
で
秋
暑

の
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
い
る
の
だ
。

ね
む
ら
れ
ぬ
一
夜
を
ち
ち
ろ
鳴
き
通
す

磯

浜

浅

見

道

子

〔
評
〕
い
つ
も
な
ら
、
こ
お
ろ
ぎ
の

声
を
子
守
唄
に
寝
落
ち
る
の
で
あ
る

が
、
何
故
か
今
夜
は
寝
つ
か
れ
ぬ
。

一
夜
鳴
き
通
す
こ
お
ろ
ぎ
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
私
も
夜
を
明
か
し
て
し

ま
っ
た
。

花
火
消
え
間
関
に
戻
り
し
わ
だ
つ
、
つ
み

明
神
町
自
国
い
ち
ろ
う

七
十
の
馬
齢
重
ね
て
今
臼
の
月

明
神
町
小
松
崎
十
吉

震
の
来
て
ま
た
満
月
に
触
れ
て
ゆ
く

東
光
ム
口
大
川
た
か

瀞
と
な
る
水
面
か
す
め
て
赤
と
ん
ぼ

歳

前

田

山

佳

田

刀

涼
風
の
中
に
句
心
戻
り
き
し

一
麦
海
大
賞
千
代
子

鯉
の
氷
澄
み
て
松
影
、
つ
つ
し
を
り

蔵

前

荒

川

恵

久

子

い
ち
早
く
母
に
見
せ
た
し
紅
芙
蓉

明

神

町

田

中

勝

枝

孫
逢
の
眠
り
は
醒
め
ず
朝
の
蝉

髭

釜

積

回

富

穂

中
天
に
名
月
を
上
、
げ
靖
き
沖

明
神
町
小
松
崎
美
代
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大洗町役場等の業務については、平成4年11月から兜金週休2日制となり、すべての土曜自が休みと本ります。伺かと、

ご不債をおかけいたしますが、間漢の皆さまのと理解とご協力をお願い申し上げます。

なお、死亡窟、火葬等の業務受付は、土曜自@日曜日・祝祭日でも行います。

また、墨休み業務につきましては、今までどおり行いますのでご利用ください。

戸籍欝本.1:主民票等の各種証明i立、代理人、又は、郵便により請求することも出来ます。

※詳しい之とは、役場住民諜へお問い合わせ下さい。

舎室長でどおり
劫稚園・町立保書所@消防響@町民会館@公民館，運動公園@テニスコート@ブール 6 浄水場・火葬場@マリンタワー・

サイクリングターミナル・サンピーチキャンブ場，冷凍冷蔵庫

※詳しいことは、各施設又は役場総務課へお問い合わせ下さい。

識
見
学
会
に

"
醸
し
て
み
ま
せ
ん
か

得議務課@内線24)

日
月
初
日
は
、
原
子
力
の
臼
で
す
。

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
原
子

力
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
今
年
も
原
子
力
施
設
見

学
会
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

孫
子
力
施
設
と
下
水
道
流
末
処
理
場

の
施
設
見
山
子
会
に
ふ
る
っ
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

O
期
日
刊
月
初
日
(
火
)

O
見
学
先

日
本
原
子
力
研
究
所
東
海
研
究
所

腕
温
水
養
魚
開
発
協
会
東
海
事
業
所

臼
本
原
子
力
発
電
側
東
海
発
電
所

那
珂
久
慈
流
域
下
水
道
事
務
所

O

コ
i
ス

盟 67-61 1 1 

人
韓
議
鞠
鞠
細
輔
職
職
鵬
酬
が

ひ
晶
君
れ
轄
す

叩
月
訪
日
(
金
)

午
前
日
時
1
午
後
3
時

役
場
3
階
会
議
室

弁
護
士
・
植
崎
明
夫
先
生

人
権
擁
護
委
員

法
務
局
人
権
擁
護
課
職
員

水
戸
地
方
法
務
局

水
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
相
談
下
さ
い
。

。
日

時

。

場

所

。
相
談
者

〔
、
主
催
〕

土
地
境
界
・
借
地
・
借
家

大
洗
町
役
場
開
↓
那
珂
久
禁
城

下
水
道
事
務
所
|
↓
原
研
東
海
|
↓
温

水
養
魚
開
発
協
会
i
↓
日
本
原
子
力
発

電
所
|
↓
大
洗
町
役
場
開

O
参
加
資
格

大
洗
町
町
民
で
あ
る
こ
と
。

初
め
て
の
方
を
優
先
と
し
ま
す
。

O
失

五

費

無

料

O
申
込
方
法

叩
月
ロ
日
(
月
)
午
前
8
時
加
分
よ
り

電
話
で
役
場
町
長
公
室
一
へ
お
申
し
込
み

一
く
だ
さ
い
。

先
着
沌
名
で
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

曲
帥

U
1
5
1
~
1
1
・
内
線
却

茨
城
労
働
基
準
局
で
は
、
県
下
の

全
産
業
、
全
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
、

茨
城
県
最
低
賃
金
を
1
日
4
、3
8
6
円

(
現
行
4
、2
1
0
円
・
引
上
額
1
7
6

円
)
1
時
間
5
5
0
円
(
現
行
5
2
7

円
・
引
上
額
2
3
円
)
に
改
定
し
、
一
平

成
4
年
四
月
1
日
よ
り
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

最
低
賃
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

は
、
茨
城
労
働
基
準
局
賃
金
課
(
智
弘

1
6
2
1
5
)
ま
た
は
、
水
戸
労
働
基

準
監
督
署
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

覇Tの人口と世帯

(9 F.l I臼現在)

出生 17人

転出 47人

転入29人

人口 21，002人(ー17)

努 10，392人(-7) 

女 10，610人(一10)

世帯数 6，368戸(十1)

(H4.9.11現在)

隠 僕 日 開始時間 催 事 内
幹骨4い唱

調催場所 ::E. {雀 入場方法

10月15日側 9 :00- 運転免許更新時講習会 大会議釜 水戸地区交通安全協会 関係者

10月21臼休) 10:40 - 333-B J:l!l1Kライオネスホーラム ホール ライオンズクラブ国際会議 関係者

10月21自制 9 :00- 都 老 人 ク ラ ブ 逮 合 会 会 議 大会議室 大洗町厚生 課 関係者

10月258(日) Z1部部 13 ・0 日~ チャリティー歌議ショー ホール 大洗町身体態害者福祉協会 有料18:00-

11月 1臼(日) 11: 00- 第18聞大洗町芸術文化祭(日本舞踊) ホール 大洗町教育委員会

告大洗文化センタ一行事予定表 (10/15--..11/1)

訂

正

先
月
号
で
掲
載
し
た
、
夏
海
小
4
年

生
掴
沼
川
上
流
見
テ
記
事
中
、
校
長
先

生
の
名
前
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

次
の
よ
う
に
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

夏
海
小
学
校
(
岩
崎
久
校
長
)

ま
た
、
海
岸
清
掃
奉
仕
罰
体
名
で
、

茨
城
県
信
用
組
合
大
洗
支
局
が

掲
載
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

死亡 16人

申
込
方
法

日
月
4
日
同
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
込
み
下
さ
い
。
(
宮
侃

1
0

保健センター
涯、より

髭釜町13区
ゅうだい

小野瀬雄大ちゃん

( 2歳 2ヶ月)

11 11 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 

(月轡/隠附/5 {月/}2 
/ 

守}4/28 (月/)26 
/ 

体/)21 
/ / 

紛/16 的/15 Oh4/ 14 {月/)12 側 29 的 22 {月)19 侭)19 

手し 母 母 母 経 母 生 母 生 生 生 車圭

子 子 ロ 子 活 子 活 活 歳 {舌 ロ 言暴

児 子 イ呆 イ呆
生

保
習

保 習慣
習 ノ、

慣習 生
ポ

領改
慣 カ ポ

書量
健 健 健 健

善指導改 善指導改

月

善指改導
健 本自 オ

善指導
健児

オ
教 教

投与
教 教

投与 名
診 言員 2主 主主 室 室 診

生生
玉害石 母性

妊 妊 生 妊 診% 妊 診%診% 1 診% 生
後後 娠 娠

後3 娠 査 j 娠 ヨ韮 j 主主 1 歳 査 1 f主
6 2 に及 6 6 6 A 診~~ノま(， 6 受診% ま 受診予ま告

6 
受診% ま 書すカ カ

子Jiよ言右 手幼ぴ児L 

カ カ カ カ カ カ カ

月月 月 月 月 月 者で 月 者で 者で 月 者で 月

1 1 で施笑 で実施 で施実
(1) 

てい実施
7 3 8 8 48 8 8 

誕 48 
カ 常異 き 常異 き 常異 き 生 常異 き カ 象カカ

場合あるも

カ カ

月ま
カ カ 8 

月ま月月 月 月 月 のれ 月 のれ のれ のれ
(1)(7コ (1) (1) で σ3 あた (1) あた

あ方Zま健康た 達たし

あた て-
寺L~L 初産 初産 宇σコL 初産

つ基
初産

方たつ基健康本

つ基
宇σコL 名児児 り た本 た本

すま σ〉 の 幼 σ〉 方健康 (1) 幼 方康健 幼
方 方 見i 方 方 児 児

l 9 1 10 1 l 1 10 l 1 l l 1 

付受時
2時 11待3持 3時 2時 3持 2時 11時 2持 2時 2時 2時 2時待。。 時 00時 30時 00時 15時 30時 00時 00時 00待。。 時 00時 00時 15
00分 00分 00分 00分 15分 30分 00分 30分 00分 00分 00分 00分 15分

間分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

胃
が
ん
及
び
子
宮
が
ん
検
診
の

お
知
ら
せ
1

1

1
0
)
申
込
者
は
、
一
日
別
名
で
締

切
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ-ft66-2442へお問い合わせ下きい。

左
記
に
よ
り
、
国
間
が
ん
及
び
子
宮
が

ん
検
診
を
笑
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
春

の
検
診
を
受
診
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、

是
非
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

《
習
が
ん
検
診
》

検

診

日

日
月
9
日
間
・
口
月
刊
日

品
川大

洗
町
保
健
ゼ
ン
タ

i

午
前
6
持
i
午
前
8
持

紛
歳
以
上
の
方
(
平
成
4

年
度
中
に
的
歳
に
な
る
方

も
該
当
し
ま
す
)

検
診
場
所

受
付
時
間

対

象

者

《
子
宮
が
ん
検
診
》

検

診

日

日
月
川
抗
日
制
w
・
日
月
お
日

付Lν
‘
 

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

午
後
ロ
時
却
分
1
午
後
1

時
加
分

初
歳
以
上
の
女
性
(
平
成

4
年
度
中
に
却
歳
に
な
る

方
も
該
当
し
ま
す
)

検
診
場
所

受
付
時
間

対

象

者

申
込
方
法

日
月
口
日

ωま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
込
み
下
さ
い
。
(
宮
田
i
1
0

1
0
)
申
込
者
は
、
一
日
間
名
で
締

切
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

「
機
能
回
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)

O
叩
月
9
臼
樹

0
日
月
日
臼
附

o
m月
日
臼
樹

O
叩
月
初
日
制
W

O
叩
月
幻
自
附

o
m月
初
日
掛

O
H
月
6
日
掛

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
i
午
後
3
時
)

o
m月
6
白
川
W

専
門
療
法
土
指
導

o
m月
幻
自
樹
内
科
医
健
康
診
断

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
控
室
罪
む
っ
た
方
で
機
能
呂

復
訓
練
を
必
要
と
す
る
方

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
句

特
ゆ
る
関
陣
ど
⑧
ザ
(
轡
健
醐
鵬

グ
網
棚
む
d

こ
と
の
重
要
性

子
供
は
離
乳
食
が
始
ま
る
頃
、
歯
ぐ

き
で
食
べ
ま
す
。
そ
し
て
か
歯
ぐ
き
食

べ
。
か
ら
自
分
の
歯
で
食
べ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
の
頃
に
加
工
食
品
ば
か

り
を
与
え
て
い
る
と
、
岨
し
ゃ
く
能
力

が
未
発
達
に
な
り
ま
す
。
グ
噛
め
な
い
。

の
で
は
な
く
、
8
4
噛
ま
な
い
。
子
供
た
ち

を
増
や
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

保
育
閤
児
が
好
き
な
献
立
は
一
位
が

カ
レ

i
、
二
位
が
ハ
ン
バ
ー
グ
、
一
ニ
位

が
め
ん
類
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
を
み
て

も
い
か
に
現
代
の
食
品
が
柔
ら
か
い
か

が
解
か
り
ま
す
。

乳
歯
の
頃
か
ら
柔
ら
か
い
食
品
ば
か

あ
ご

・
り
を
与
え
て
い
る
と
、
子
供
の
顎
の
骨

が
発
達
し
ま
せ
ん
。
今
、
非
常
に
子
供

た
ち
の
中
に
多
い
乱
杭
歯
は
そ
れ
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。
顎
の
未
発
達
は
喧
し

ゃ
く
に
支
障
を
き
た
す
ば
か
り
か
、
唾

液
の
分
泌
も
十
分
で
な
く
な
り
、
味
に

も
鈍
感
に
な
り
、
丸
欽
み
し
て
は
満
腹

感
を
得
る
訴
に
食
べ
過
ぎ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
噛
ま
な
ど
を
っ
た
こ
と
が
肥
満

に
も
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
今
、
増
え
て
い
る
子
供

の
歯
槽
の
う
ろ
う
や
、
歯
周
炎
も
噛
ま

な
い
こ
と
が
原
因
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
勺

よ
く
噛
む
こ
と
で
食
べ
物
の
味
が
引

き
出
さ
れ
、
そ
の
刺
激
は
「
食
べ
る
」

回
一
一
裏
ま
で
調
節
し
て
く
れ
ま
す
。

秋
は
一
年
中
で
も
っ
と
も
食
べ
物
の

お
い
し
い
時
季
で
す
。
よ
く
噛
ん
で
、

秋
の
味
覚
を
満
喫
し
て
下
さ
い
。

(
栄
養
士
・
野
ロ
洋
子
記
)


